
 

展示「文書館の逸品」（１１月～１２月） 

戦国を生きた異能の僧侶 

教如の書状～文書館収蔵戦国期文書の逸品～ 

開催中！ 
来年（令和８年）放送の NHK 大河ドラマでは、豊臣秀吉の弟で秀吉の天下統一に大きな

役割を果たしたとされる豊臣秀長が主人公として取り上げられます。歴史愛好者にも人気

の高い戦国期がテーマとなるだけに、この時代の人物に対する関心が高まることが予想さ

れます。今回の展示では、そのような状況を踏まえ、信長・秀吉・家康と対立や融和をめぐ

り渡り合った本願寺門主教如の書状を紹介します。教如は、本願寺の東西分派の中心人物

であり、本願寺（西本願寺）から東本願寺を分立させる際に、妙安寺（前橋市）から宗祖親

鸞聖人の木造を遷座させた人物としても知られます。本文書を通じて、当館が収蔵する貴

重な戦国期の古文書について知っていただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本願寺教如書状（八木健次家文書） 

１ 日 程 令和７年 11月１日（土）～12月 26日（金）９時００分～１７時００分 

２ 会 場 群馬県立文書館（前橋市文京町）１階ロビー 

３ 費 用 無料 

４ 問い合わせ先  群馬県立文書館 〒371-0801 前橋市文京町３丁目 27-26（二子山古墳の西隣） 

電 話：027-221-2346  E-mail ： monjyo@pref.gunma.lg.jp 

 

令和７年 11 月６日 
群馬県立文書館 古文書係 
電話：０２７－２２１－２３４６ 
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